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推進委員会に、地域包括支援センターの自己評価及び基幹型包括によるヒアリ
ングの結果について、報告し、意見徴収を行う。

茅ヶ崎市
総合評価

＊市としての総合評価は、推進委員会の意見等を踏まえ、決定する。

令和元年度
地域包括支援センター事業運営評価シート

国評価
(3/31時点)

市評価
(3/31時点)

地域包括
支援センター
自己評価

令和元年10月に開所したばかりであり、開所当時は業務全体に落ち着きが
なく、職員全員が右往左往している状態であった。まずは、包括支援センター
の周知を重点項目に置き、地域の色々な活動に参加させてもらい、少しは名
前を憶えてもらえた事で地域の方から、問い合わせ等を受ける事が増えてお
り、それに対して迅速に対応する事が出来た。地域ケア会議に関しては資料
作りや会場の準備を職員全員で行っていた所でコロナウィルスの影響があ
り、開催までには至らなかった。開催出来る様な環境になった所で、早急に開
催していきたい。

基幹型包括
ヒアリングの
ポイント及び
結果

【ヒアリング実施日】令和２年６月１９日
・令和元年10月の開設のため、地域の関係者や高齢者の集まり等に積極的に出向
き、センターの周知に努めていただいた。その結果、少しずつ、認知度は上がってき
ている。
・センター「あい」と共催で、　ちがさき体操や湘南くち体操等の介護予防体操に継続
的に取り組んでいる。
・国評価の個人情報の管理について複数項目で×となっているが、現在、個人情報
持出簿の案を作成し運用に向けてセンター内で検討するなど、改善に向けて取り組
んでいる。
・開設して間もない中、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、地域ケア会議等
中止した事業も複数あった。

　（　センターの名称：茅ヶ崎南地区地域包括支援センター　つむぎ　）
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